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都市計画審議会資料             令 和 ４ 年 １ １ 月 ２ ２ 日 

都 市 整 備 部 都 市 計 画 課 

                      環 境 部 ご み 対 策 課 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

案件１ 

 小金井都市計画ごみ処理場の変更について 

（付議） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　小金井都市計画ごみ処理場の変更（小金井市決定）

計画書（小金井都市計画ごみ処理場　第１号　小金井市資源物処理施設）

番号 ごみ処理場名

第１号 小金井市資源物処理施設 小金井市貫井北町一丁目地内 約0.5ha 処理能力　25.9ｔ/5h

「区域は計画図のとおり」

変更概要

名称

備考

変更事項

第１号　小金井市資源物処理施設

１　名称の変更　　　　小金井市粗大不燃ごみ処理場　→　小金井市資源物処理施設
２　区域・面積の変更　約0.4ha　→　約0.5ha
３　処理能力　　　　　30ｔ/5ｈ → 25.9t/5h

　小金井都市計画ごみ処理場　第１号　小金井市粗大不燃ごみ処理場を次のように変更する。

名称
位置 面積

　理由　燃やさないごみ、粗大ごみの破砕・選別処理業務を行う小金井市粗大不燃ごみ処理場について、耐用年数が近
づいており、施設更新の必要が生じたため、プラスチックごみ、空き缶、ペットボトル、びん、金属の処理等を行う資
源物処理施設として整備することとなった。そのため、現在の敷地から約０．５ヘクタールに面積を変更すること、及
び、処理する廃棄物の種類を変更するにあたり「第１号　小金井市資源物処理施設」に名称を変更することについて都
市計画変更をするものである。







都市計画の案の理由書  

 

１  種 類 ・ 名 称  

  小 金 井 都 市 計 画 ごみ 処 理場   

第 １ 号  小 金 井 市 粗 大不 燃 ごみ 処理 場  

 

２  理 由  

小 金 井 市 粗 大不 燃ご み処 理 場（ 以下 、「 中間 処理 場」とい う。）

の位 置す る 場所 は、「 小金 井 市都 市計 画マ ス ター プラ ン（ 令和 ４

年 ８月 ）」に お い て、「 貫 井北 町 の 資 源物 処 理 施設 は 、整 備 を 進

め 、効 率 性 ・ 経 済 性に 優 れ 、 環 境 と安 全 に 十 分 配 慮 し 、 市 民に

開 かれ た 、 安 全 ・ 安心 ・ 安 定 的 な 適正 処 理 を 推 進 しま す 」 と定

めて おり 、 整備 を進 める と ころ であ る。  

  こ の 中 間 処 理 場 は 、燃 や さ ない ごみ 、粗 大 ごみ の破 砕・選 別

処理 業務 を 行う 施設 であ り 、小 金井 都市 計 画道 路３・４・４ 号

線 （ 市 道 第 ８ １ ５ 号 線 ）、 ３ ・ ４ ・ ７ 号 線 及 び 小 金 井 都 市 高 速

鉄 道 東 日 本 旅 客 鉄 道 中 央 本 線 に 隣 接 す る 現 在 の 敷 地 に お い て 、

昭 和 ５ ８ 年 度 に 都 市 計 画 決 定 し 、 昭 和 ６ １  年 度 に 稼 働 を 開 始

し た 。  

建 設 か ら ３ ０年 以上 経過 し 、施設 の耐 用年 数 が近 づい てお り 、

施設 更新 の 必要 が生 じ た こ とか ら 、燃や さ ない ご み 、粗大 ご み、

資 源物 の 処 理 に つ いて 、 循 環 型 社 会の 形 成 に 資 す る施 設 の 再配

置 を進 め 、 適 正 処 理の 維 持 を 図 る こと を 目 的 と し た「 小 金 井市

清 掃関 連 施 設 整 備 基本 計 画 」 を 平 成２ ９ 年 度 末 に 策定 し 、 中 間

処 理場 敷 地 に て 、 プラ ス チ ッ ク ご み、 空 き 缶 、 ペ ット ボ ト ル、

び ん、 金 属 の 処 理 等を 行 う 資 源 物 処理 施 設 と し て 整備 す る こと

とな った 。  

こ れ ら の 計 画 等 を 踏ま え 、 資 源 物 処理 施 設 整 備 に あた り 、 現

在の 敷地 か ら約 ０．５ヘ ク ター ル に面 積を 変 更す るこ と 、及 び、

処 理す る 廃 棄 物 の 種類 を 変 更 す る にあ た り 「 第 １ 号  小 金 井 市

資 源物 処 理 施 設 」 に名 称 を 変 更 す るこ と に つ い て 都市 計 画 変更

をす るも の であ る。  


